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【目的】ラットに放射線照射を行い，照射量に
よって免疫・造血系臓器がどのように抑制さ
れるかを調べた．
【方法】Lewis系統の 8週齢のラット 3匹に二
回に分けて放射線を照射した．照射量はそれぞ
れ 1＋1，2＋2，3＋3 Gy（グレイ）とした．照
射後一週間で解剖し，臓器を取り出し，計量し
たのち凍結切片を作成した．照射を行わないコ
ントロールラットからも同様に切片を作成し
た．組織構築はⅣ型コラーゲン抗体，各種細胞
は特異的抗体を用いて免疫染色し，顕微鏡観察
により組織構造，T細胞，B細胞，マクロファ
ージ，赤芽球などの個別変化を検索した．
【結果】ラットの体重および胸腺，脾臓の重さ
は照射量に依存して減少した．脾臓，リンパ節，
パイエル板に存在するB細胞およびB細胞を中
心に構成された濾胞は放射線により強く抑制
され，特にパイエル板は発見自体が困難であっ
た．T細胞はいずれの臓器でも照射量の増加に
従い減少していた．中でも，腸間膜根リンパ節，
パイエル板では細胞の減少が顕著であった．B
細胞がさらに分化したプラズマ細胞は感受性
が低く，3＋ 3 Gyの組織中にも多く観察できた．
マクロファージでは照射量の増加による目立
った細胞数の減少は認められなかった．Trans-
ferrin受容体陽性細胞（赤芽球系）は赤脾髄やパ
イエル板，骨髄などに見られるに留まった．そ
の密度は放射線の増加によっても変化はなか
ったが，骨髄自体の量が減少しており，細胞数
は減少していたと考えられる．
【結論】造血系細胞およびリンパ球は放射線に
対する感受性が大きく，骨髄，リンパ組織自体
も照射量に依存して縮小した．しかしながら，
造血系由来細胞の中でもプラズマ細胞やマク
ロファージは放射性に対する抵抗が高かった．
一方で，放射線の末梢組織に対する影響は少な
かった．
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【目的】In vivoにて優位に制御性 T細胞（CD4
＋CD25FoxP3＋Tcell）増殖を促す抗 Superago-
nistCD28抗体（SupCD28）を用い，増殖した
Treg細胞のフェノタイプ並びに免疫応答の抑
制効果の検討を行った．
【方法と結果】Lewisラットに，SupCD28抗体
を投与し，脾臓切片上での Tregの動態を調べ
た．次に増殖した Treg細胞を分離し，FoxP3分
子の発現解析やリンパ球中の Treg細胞の割合
の変動，抗体もしくはアロ抗原刺激下での
CD25-T細胞に対する細胞増殖抑制機能につい
て解析した．In vivoの効果をみるために，Lewis
のリンパ球を（Lewis×DA）F1ラットに養子移
植して GvHを発症させるモデルを作成し，無処
置と SupCD28処置後のリンパ球集団を投与し
て比較観察した．
【結果】SupCD28投与後の FoxP3＋細胞は脾
臓切片中に増加し，一部増殖していた．分離し
た CD4＋CD25＋細胞は，Treg細胞と同様に，
FoxP3分子を発現し，CD25-T細胞に対して細
胞増殖抑制を示した．In vitroにおける抗体反応
では，FoxP3＋細胞を増殖させたが，In vivoと
の実験結果においても CD25-T細胞からの
FoxP3＋細胞誘導は確認できなかった．Sup-
CD28抗体投与後のリンパ球は，アロ抗原下に
おける T細胞の増殖を抑制した．GvH発症モデ
ルでは，SupCD28抗体投与後のリンパ球集団を
加えることで抑制した．
【結論】SupCD28抗体投与後の CD4＋CD25＋
FoxP＋細胞は nTreg細胞であった．また，GvH
発症モデルにおいても抑制効果を示した．
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